
様式１ 

「若葉区地域活性化支援事業」評価シート 

団 体 名： 社会福祉協議会小倉地区部会たすけあいの会 

事業名称： たすけあいの会 

 

 

 評価項目 評価 評価の理由・具体的な状況 

１ 

実
施
し
た
事
業
の
評
価 

計画どおり事業が

実施できたか 

Ｂ 

事業計画に沿って事業を実施できた。 

２ 

事業目的が達成さ

れたか、または、

実施した事業の成

果が事業目的の達

成につながってい

るか 
Ａ 

拠点整備により、会議室の確保や情報の伝達の場を得ることが

でき、たすけあい活動の促進に寄与している。 

３ 

事業の成果は、地

域課題の解決や地

域の活性化といっ

た制度の目的に寄

与するものであっ

たか 
Ａ 

高齢者等を対象としたたすけあい活動の促進は区テーマであ

る高齢者対策に合致するものである。 

４ 

団
体
の
活
動
に
対
す
る
評
価 

事業の実施をきっ

かけとして、団体

の活動を周知する

ためのＰＲが積極

的に行われたか。 Ａ 

チラシの配布や回覧、地域情報誌への掲載など、多面的なＰ

Ｒ活動を行っている。 



様式１ 

評価欄には、Ａ、Ｂ、Ｃのいずれかを記入し、「評価の理由・具体的な状況」欄には評価の裏付けと

なった事象など評価の根拠となった事柄を記入してください。 

 

上の表に書いた事項のほかに「地域づくり」、「団体の成長」、「市や区との連携」「まちづくり活

動の人材育成」という視点で事業を振り返ったときに、特に記載すべき事項があれば書いてくだ

さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 評価項目 評価 評価の理由・具体的な状況 

５ 

団
体
の
活
動
に
対
す
る
評
価 

団体の活性化が進

んだか。 

Ｂ 

拠点ができたことで会の中の連絡が密になるなど、団体内の

活性化が図られている。 

６ 

団体に、事業もし

くは団体としての

活動を発展、継続

させるための動き

があるか Ａ 

大学との連携の推進や、傘下の自治会への活動の周知などを

計画している点などから、今後も発展的な活動を行うものと

考えられる。 

 


